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「ごみ減量化に向けて」アンケート用紙 

  該当するものの番号に○を付けてください。 

 

調査票への回答者についてお答えください。（１つ○印） 

Ｑ１．回答者 

１ 世帯主   ２ 配偶者  ３ 子  ４ その他（        ） 

Ｑ２．性 別 

１ 男性    ２ 女性 

Ｑ３．年 齢 

１ ２０歳代  ２  ３０歳代  ３ ４０歳代  ４  ５０歳代   

５ ６０歳代  ６ ７０歳代  ７ ８０歳代以上 

Ｑ４．住所（町名まで） 

  生駒市（          ） 

 

環境・ごみ問題への関心や、ごみ減量・リサイクル活動等についてお答えください。

Ｑ５．環境・ごみ問題に関心はありますか。 （1つ○印） 

１ 大いに関心がある。   ２ 少し関心がある。 

３ あまり関心がない。   ４ まったく関心がない。 

 

Ｑ６．環境・ごみ問題についての情報・知識を得る方法として、やっていることが

あればお答えください。 （いくつでも○印） 

１ 環境・ごみ問題に関する新聞記事やテレビ番組を見る。 

２ 市の広報紙やリーフレットなどを見る。 

３ 環境・ごみ問題に関する講演会やイベントなどに参加したことがある。 

４ ごみ・リサイクル施設の見学に参加したことがある。 

５ その他（                  ） 

６ 何もやっていない。 

 

Ｑ７. 生駒市では、循環型社会、低炭素社会の構築により持続可能な社会を実現

するために、平成２３年度から３２年度までの１０年間でごみの焼却量を半減させ

るという「ごみ半減プラン」を平成２３年５月に策定しました。あなたは「ごみ半

減プラン」を知っていますか。（1つ○印） 

 １ 内容までよく知っている  ２ 内容を少し知っている 

 ３ 名前は聞いたことがある  ４ まったく知らない 
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Ｑ８．生駒市では、平成２４年４月から２５年９月まで、有料化を導入せずに燃え

るごみの半減が可能かどうか、市内３か所のモデル地区を中心に「ごみ半減トライ

アル計画」を実施しています。あなたは「ごみ半減トライアル計画」を知っていま

すか。（1つ○印） 

 １ 内容までよく知っている  ２ 内容を少し知っている 

 ３ 名前は聞いたことがある  ４ まったく知らない 

 

Ｑ９．モデル地区では、ごみを削減するためにいろいろな取り組みを行い、その結

果、燃えるごみの量を約 20％削減できる見込みです。モデル地区の取組のように、

あなたは今後、以下にあげるようなことを行おうと思いますか。当てはまるものに

○をつけてください。（それぞれ１つずつ○印） 
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１ 
バラ売りや計り売りなどを利用し、必要な

量だけを買う。 
１ ２ ３ ４ 

２ 詰め替えできる商品を買う。 １ ２ ３ ４ 

３ 
生ごみは絞ってから出すなど、出来る限り

水分を切る。 
１ ２ ３ ４ 

４ 生ごみを自家処理する。 １ ２ ３ ４ 

５ 
不用品をバザー、フリーマーケット、ガレ

ージセール等に出す。 
１ ２ ３ ４ 

６ 
ごみは地域のルールに従ってきちんと分別

して出すようにする。 
１ ２ ３ ４ 

７ 
ミックスペーパー（※）などリサイクルで

きるものは徹底して分別する。 
１ ２ ３ ４ 

８ 
スーパーなどにある、ペットボトルや牛乳パ

ック等のリサイクルボックスを利用する。 
１ ２ ３ ４ 

９ 
環境・ごみ問題に関する講演会やイベント

に参加する。 
１ ２ ３ ４ 
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10 
環境に対してよいと思うことを知人や友人

に伝えたり広めたりする。 
１ ２ ３ ４ 

（※）ミックスペーパーとは、新聞紙・雑誌・段ボール・牛乳パック以外の、紙箱・紙袋・

パンフレット・封筒などほとんどの紙のことです（汚れた紙、臭いの強い紙は除く）。雑が

みと同じ。 

 

Ｑ10．家庭系ごみの減量・資源化を進めるにあたって、生駒市が「ごみ半減プラン」

で重点施策としている施策について、それぞれ、どの程度効果的と思いますか？（そ

れぞれ１つずつ○印） 

（プラスチック製容器包装の分別収集、紙ごみの分別収集など、一部すでに実施し

ている施策もあります。） 

      

 

 

  

１ 
“もったいない運動”を展開し、ごみを

出す人の意識を変え、発生抑制を促す 
１ ２ ３ ４ ５ 

２ プラスチック製容器包装の分別収集 １ ２ ３ ４ ５ 

３ 
集団資源回収の活性化、紙ごみの分別収

集など、紙類の資源化に取り組む 
１ ２ ３ ４ ５ 

４ 家庭系ごみ処理の有料化を導入する １ ２ ３ ４ ５ 

５ 
バイオマス（生ごみ・剪定枝等）の資源

化に取り組む 
１ ２ ３ ４ ５ 

 

Ｑ11．Ｑ10の４「家庭系ごみ処理の有料化を導入する」以外の方法で燃えるごみが

半減できるなら、あなたは協力しようと思いますか。（１つ○印） 

１ どんなことでも協力したいと思う 

２ ある程度の手間なら協力しようと思う 

３ あまり手間がかからないことはやってみようと思う 

４ 協力しようとは思わない 

 

家庭系ごみ処理の有料化についてお答えください。 

※この回答によって、有料化の実施や値段を決定するものではありません。 
 

ごみを減量することは、地域の生活環境の保全や公衆衛生の確保に役立ち、ひい

ては豊かな地球環境を次世代に継承することにつながります。一般にごみ処理の有
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料化を導入すると10～20％ごみの排出量が削減できるといわれ、全国で約６割にあ

たる自治体が有料化を実施しています。 

 

Ｑ12．ごみ有料化についてみなさんのご意見をおうかがいします。それぞれあては

まるもの１つに○印をつけてください。 

 

有料化になった場合、あな

たの世帯では、いくらくら

いまで１か月に負担しても

いいと思いますか。 

1,000円 

以上 

500円～ 

1,000円 

300円～ 

500円 

300円 

以下 

少しでも

負担した

くない 

あなたの世帯では、１か月

の負担がいくらくらいにな

れば、今よりごみの減量に

取り組もうと思いますか。 

1,000円 

以上 

500円～ 

1,000円 

300円～ 

500円 

300円 

以下 

いくらで
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Ｑ13. モデル地区では、Ｑ９に記載されたもののほかいろいろな取り組みで、燃え

るごみの量を約20％削減できる見込みです。有料化せずにごみを削減するには、ど

のようなことをすればいいと思いますか。家庭や地域及び生駒市の取組について、

あなたの意見や提案などをご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

この用紙を同封の返信用封筒に入れ（切手不要）、７月３１日（火）までに

投函していただきますようお願いいたします。 


